
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 伊豆の国市はエコアクション21の

認証を取得しています。 

【認証・登録番号 0004233】 



 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

は じ め に 

 

伊豆の国市は、南北に天城連山に源を有する水量

豊富な狩野川が流れ、豊かな田園地帯が広がり、ま

た、周囲は箱根山系の山々や、葛城山、城山などの

豊かな緑に囲まれるなど、自然に恵まれた街並みを

形成しています。また、湯量豊富な温泉資源に恵ま

れた温泉場が市内に点在し、肥沃な土壌でつくられ

たイチゴやコメなどの農作物とともに、今も貴重な

資源、財産として先人から大切に受け継がれていま

す。 

他方、昨今の社会経済の変化には著しいものがあ

り、生活の中で富裕や利便性を求めた結果、環境に

対して大きな負荷を与えることとなり、地球規模で

深刻な問題となっております。 

この自然豊かな環境と、先人達たちが知恵と努力により築いた貴重な資源、財産を保全し、また、

未来の世代に継承していくことは、私たちの大きな責務ととらえ、ここに「伊豆の国市環境基本計画」

を策定いたしました。 

この計画書の策定にあたっては、平成 25 年３月に施行した「伊豆の国市環境基本条例」に基づき、

市民の代表９名で組織する「伊豆の国市環境審議会」を立ち上げ、市民アンケートやパブリックコメ

ントなどによる市民の皆様から寄せられた意見、提案も参考にして、計画案を作成していただきまし

た。 

近年の環境問題では、特に都市化の進展やITなどの技術の普及による市民のライフスタイルの変化

や事業活動の多様化により、対応が困難なものも少なくありません。この複雑化する環境問題を解決

するためには、市民、事業者、行政が一体となった取り組みが必要不可欠との認識から、それぞれが

どのような行動をとったら良いのかという具体的な取り組みも計画の中に示しております。 

本計画の中に掲げている「望ましい環境像」の実現に向けて、また、何よりかけがえのないふるさ

と伊豆の国で起こっている環境問題の解決に向けて、市民や事業者の皆様のご協力をいただきながら、

今後も様々な環境施策の展開を図ってまいります。 

最後に、本計画の策定にあたり、貴重なご意見、ご提案をいただきました市民の皆様をはじめ、様々

な角度から熱心にご議論いただきました「伊豆の国市環境審議会」委員の皆様に心から感謝申し上げ

ますとともに、良好な環境の保全、創出のため、市民、事業者の皆様のなお一層のご理解、ご協力を

お願い申し上げます。 

 

平成26年４月 

 

伊豆の国市長 小野 登志子 
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